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第15回CAESAR講演会
地域が変わる！地域を⽀援する！

〜道路橋メンテナンス技術の最新動向〜

講演内容
• 我が国および福島県におけるインフラの現状
• ふくしまにおけるインフラ⻑寿命化に向けた取り組み

- ふくしまインフラ⻑寿命化研究会
- ふくしまME

• ふくしまにおける橋梁寿命化修繕計画策定の⼯夫
• ふくしま発 地域のインフラはみんなで守る
• 今後の展望
• まとめ



我が国のインフラの現状

・⾼度経済成⻑期に整備された橋の⽼朽化
・海外における相次ぐ落橋事故
→インフラの⽼朽化が社会問題

KEN-Platz HPより

笹⼦トンネル天井板落下事故



どうしたら⻑持ちさせることができるか？
• 2019年の⽇本⼈の平均寿命：男⼦81.41歳，⼥

⼦87.45歳（1947年には50歳代）→世界有数の
⻑寿国

• 理由：⾷⽣活？保険制度の充実，医療の⾼度化
（病理の解明，医療機器の発達，新薬の開発，
ドクターの知識・経験・技能の向上等）

社会インフラを⻑寿命化させるには？
• インフラの劣化（病気・怪我）の原因と程度を

探り（診断），適切な処置を施す（治療） ，イ
ンフラの医療，ドクターの養成が不可⽋

福島県の現状
気象条件の異なる3地⽅
•浜通り：太平洋沿岸，温暖（塩害）
•中通り：都市部，凍結防⽌剤（塩害，凍害）
•会津：⼭間地，豪雪（塩害，凍害）
→ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物にとって厳しい環境

• 道路管理延⻑約5600km（管理橋梁数約4500
橋）
• 年間の維持・補修費約100億円

→約200万円/km
• 県管理の道路延⻑はわずか11%（国道は

5%），残りの84%は市町村道

多様かつ厳しい環境，膨⼤な橋梁数，厳しい財政状
況→“ふくしま発”橋梁⻑寿命化のための維持管理戦略



⾃治体で管理している橋の現状
• 膨⼤な橋梁数
• 技術⼒・財政⼒不⾜
• 橋梁のデータ不明

• 膨⼤な患者数
• 医師・医療費不⾜
• カルテ不明

福島県の道路延⻑

⾼度な医療を受けられな
い⾃治体の橋梁にとって，
予 防 医 療 こ そ が 最 善 策

⽔の作⽤に着⽬した予防医療

橋の多くは⽔の作⽤により劣化する．
⾦をかけずに劣化を防ぐには，橋に直接⽔を作
⽤させない⼯夫が必要である．
そのためには，⽇々の⻭磨きに相当する予防が
重要である．



できる予防保全を確実に
予防保全：構造物の劣化が顕在化しないうちに予
防的な処置を施すこと

• レベル3：ひび割れ注⼊⼯法，表⾯保護⼯法，
電気化学的⼯法等

• レベル2：⽔切りの設置・改良，ジョイントの
簡易⾮排⽔化等

• レベル1：排⽔枡の清掃，堆積⼟砂の撤去，
排⽔管の⻑さ・向きの⾒直し等

• レベル3→レベル2→レベル1の思考を
レベル1→レベル2→レベル3へ

ふくしまインフラ長寿命化研究会の取組



ふくしまインフラ⻑寿命化研究会（産学連携研究会）の変遷
• 2011年1-2⽉設⽴準備→東⽇本⼤震災
• 2013年4⽉26⽇設⽴総会，コンクリート構造部会，鋼構造部会，施⼯部会，総務部会の設

置
• 2016年5⽀部の設置（いわき地域，相双地域，県北地域，県中・県南地域，会津地域）
• 2016年橋梁点検診断技術研修会（基礎コース＆応⽤コース）→ふくしまMEの前⾝
• 2017年技術推進部会の設置
• 2017年ふくしまME（基礎）コースへの貢献（プログラムの提供，講師の派遣）
• 2017年ドローンプロジェクトへの参画
• 2017年解体・撤去したPC桁の健全度調査
• 2018年ふくしまME（保全）コースへの貢献
• 現在福島県内の企業を中⼼に約100社の会員で構成
• 講習会・研修会を通した技術⼒の研鑽→MEの育成
• 住⺠との協働による橋守活動
• 地域の困りごと相談

ふくしまインフラ⻑寿命化研究会の体制

技術推進部会

支部組織

産学連携







研究要素・テーマ
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深層学習サーバ

現場

結果が曖昧な場合
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画像情報

深層学習サーバ

E.点検手法の妥当性検討・ 検証

vs

・ 技術者による近接目視点検との比較
・ 専門的知見による点検結果の検討
・ 実用のためのシステム運用手法の検討

C.機械学習を用いた劣化状況診断

・ ドローン撮影の画像を機械学習し技術者の
目視による判定をシステムで実現

B.画像情報に基づく 橋梁地図と可視化
3D地図化

・ ド ローン撮影画像データから3D地図情報を構築

・ ド ローンの飛行参照情報として利用

・ VRを活用して橋梁の形状検査にも活用

ド ローンによる
橋梁撮影

ドローンによる
橋梁撮影

D. 近接撮影および
安全補助ロボッ ト

・ ワイヤで環境に固定
・ 橋梁へ近接する補助ロボット

アンカー
ワイヤー

橋梁

近接撮影用
補助ロボット

再構築した大型画像

モ
ザ
イ
ク
処
理

拡大撮影

A.高精細大型画像情報の生成

・ 拡大写真のモザイク処理により超高解像度大型画像を構築

・ 微細なヒビや変形を含む写真として検査・ 診断に活用 モザイク画像

官

福島県

ドローン橋梁点検システム

⽇本⼤学⼯学部

学 産

ドローン専⾨業者飛行マニュアル

点検マニュアル

提
供

連 携 協 定 橋梁点検

共同研究企業

ｼｽﾃﾑ運⽤⽀援

本プロジェクトの⽬指す⽅向と枠組 産学連携ロボット研究開発⽀援事業



令和元年５月

社会インフラの維持管理に関する

技術者育成の取組

維持管理に必要不可欠な点検・診断技術等を有する土木技術者が不足していることから、
「地域のインフラは、地域で守る」視点で、

産・学・官が連携して人材確保及び育成に取り組む必要がある。

技術者不足という課題を解消するため、
平成２９年度に『ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会』を設立し、
産・学・官それぞれのノウハウを活かした技術者の育成に取り組んでいる。

（育成の対象：建設業、建設コンサルタント関係技術者、県職員、市町村職員）

＜技術者及び管理者の責務＞

＜県内での課題＞

社会インフラは豊かな地域生活の実現、安全の確保、環境の保全等に寄与するため、日常的な維持修繕や
長期的視野で維持管理に取り組み、将来にわたり安定的なインフラサービスを提供する必要がある。

平成２９年７月７日
福島県土木部

専門分野だけではなく、
横断的な知識や技術が

必要となる。

限られた予算や人材の
有効活用を産学官が一体
となり検討する必要がある。

限られた予算の中で、維持
管理を効率的及び効果的に

進めなくてはならない。

【産業界】 【学識】 【官公庁】

インフラの維持管理に向けての産・学・官それぞれの認識

１．技術者確保における課題



○点検計画立案、健全度診断ができる人
・高度な知識を有し、劣化状況等を的確に診断 できるレベルを目指す
・ふくしまＭＥ（基礎）の資格取得者を対象とする
・当面、約２００人の育成を目指す
（令和３年１２月時点：３８人（防災）、６２人（保全）認定）

○基本的な診断知識を有し、点検作業ができる人
・構造物に係る基礎的な知識、及び維持管理の基礎的事項を習得する
・基本的な診断ができる知識を習得する
・３年間程度で約５００人の育成を目指す
（令和３年１２月時点：５６２人認定）

※1 ＭＥ:「メンテナンス・エキスパート」
構造物等の維持管理に関する高度な知識を持ち、劣化状態等を的確に診断し、対処できる技術者。

ふくしまＭＥ
（基礎）コース

ふくしまＭＥ（防災）（保全）の育成

ふくしまＭＥ（基礎）の育成

ふくしまＭＥ（防災）コース
ふくしまＭＥ（保全）コース

ＭＥ育成講座

防災、保全コース各１回開催

計３回開催

第１段階

第２段階

２．技術者育成（ＭＥ：メンテナンスエキスパート）の取組

ＭＥ※１（メンテナンスエキスパート）の育成

（仮）ふくしま社会インフラマネジメントセンター運営協議会協議会（意思決定）

幹事会
（事業調整）

事務局
（庶務）

【産】
福島県内の
建設関係団体

【学】
日本大学工学部

福島工業高等専門学校

【官】
国土交通省福島河川国道事務所

福島県土木部

【事務局】
（一社）福島県建設産業団体連合会

・庶務に関する業務の指示

・庶務に関する報告
・協議会開催調整・事業に関する業務の指示

・事業の提案及び報告

・運営に関する調整
・各種会議開催調整日本大学工学部

福島県内の建設関係団体
ふくしまインフラ長寿命化研究会
国土交通省福島河川国道事務所

福島県土木部

・事業内容（カリキュラ
ム）の素案作成

※監査委員は【学】【官】から選出する

・テキストの印刷製本
・参加料徴収、参加証の発行
・案内ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成、PR活動
・講師依頼、旅費の支払い
・会場設定、文書発送 等

会 長：日本大学工学部 中村教授
副会長：（一社）福島県建設産業団体連合会会長、福島県土木部長
委 員：各関係機関の代表者

幹事長：福島県土木部次長
（企画技術担当）

幹 事：各関係機関の事業担当者

【参考】ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会 組織体制



ふくしまにおける
橋梁⻑寿命化修繕計画策定の⼯夫

地域特性（強み）を活かしたモデル

南会津町：橋守養成型
• 奥会津の山間地
• 面積：約890km2（県内2位）
• 人口：約1万8千人

平田村：村民協働型
• 阿武隈高地の中山間地
• 面積：約93.5km2

• 人口：約7千人

田村市：ｲﾝﾊｳｽｴﾝｼﾞﾆｱ養成型
• 阿武隈高地の中山間地
• 面積：約458km2

• 人口：約4万人

福島市：中核都市先進型
• 県庁所在地，中通りの盆地
• 面積：約770km2

• 人口：約29万人



橋梁の事業優先順位（福島市の例）

現状と課題 備考

社会的背景 超高齢化社会

住民の分散（点在する
集落）

技術者不足

財源不足

医療機関等の不足

地理的条件より小規模
橋梁が多数存在

15m未満の橋梁が多数存在

厳しい環境作用による
橋梁の老朽化

落橋・機能不全による集落の孤
立化の恐れ

自然環境 豪雨災害（土砂災害）

豪雪（除雪）

雪崩災害

南会津町の現状と課題



南会津町の構成

田島

舘岩

南郷

伊南

南会津町の橋梁群

•国道・県道に沿った
町道にある橋
•国道・県道と集落を
つなぐ町道にある橋



湖南 熱海 逢瀬 三穂田 片平 喜久田 日和田 西田 中田 田村 富久山 安積 旧郡山

河川 85 77 77 86 31 41 15 39 22 99 31 40 112

道路 0 1 0 1 1 6 3 5 0 0 5 6 8

鉄道 0 0 0 0 0 2 5 1 0 0 3 2 0
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湖南 熱海 逢瀬 三穂田 片平 喜久田 日和田 西田 中田 田村 富久山 安積 旧郡山

人口 39 66 46 48 72 110 102 47 56 201 352 356 1893

面積 167.73 151.17 72.01 44.46 18.76 15.75 22.52 27.28 55.23 91.73 16.35 17.43 56.64
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郡山市の現状
• 面積：約750km2

• 人口：約34万人
• 人口密度：約400人（旧郡山約
3000人/km2，湖南約25人
/km2）

• 管理橋梁数：約800橋

郡山市の人口特性

• 旧郡山，富久山，安積に人口が集中⇔湖南，熱海，逢瀬，中田
は過疎化が進行

• 湖南，熱海，中田は高齢化が進行



郡山市の橋梁の現状と将来

• 1970－80年代に集
中整備

• 2/3がコンクリート橋
• 20年後に建設後50年
以上の橋梁数が半数
を超える．

郡山市の橋梁位置図



郡山市の橋梁維持管理戦略
積雪寒冷地域

寒冷地域

都市型

郊外型

• 都市型＆寒冷地域
• 郊外型&寒冷地域
• 郊外型＆積雪寒冷地域
の3種類に大別した維持管理戦略
の実践

＆

ふくしま発
地域のインフラはみんなで守る！



マスコミを利
活⽤した情報

発信

他地域へのダ
イナミックな

⽔平展開

“平⽥村発”官学産⺠の協働によるみちづくり

“みちづくり”
から“橋守”へ

住⺠説明会（2012年6⽉8⽇）



現場研修会（2012年6⽉9⽇）

NHKくらし☆解説（後藤千恵解説委員，2012.7.4）



第2回みちづくり事業（2012年9⽉15⽇）

防災のためのコンクリート舗装



出来上がり

昼⾷の様⼦



平⽥村担当係⻑の深イイ話
村には住⺠が道路整備を⾃ら実施する地域の経過があ

ります。古来から農村社会では⾃分たちの利⽤する公共
財産を⾃らの⼿で管理してきた歴史があります。それは
、現在の道路、⽔路が公共財産として管理する法的な整
備以前からのものです。道普請、掘普請、⽔道普請、家
や神社の普請等がその中に上げられます。その延⻑上に
今回の⽣コン⽀給による現道舗装があります。⽇常使う
⽣活道路を改修し少しでも利便性を⾼めたいとの基本的
な考えであります。

村⺠が⼯事を実施することによる事故等のリスクはあ
りますが、少なくとも道普請は地域の⾃⼰責任の中で実
施されるものと、地域住⺠も役場も認識しております。
厳密に事の流を分析すれば、問題もありますが、リスク
を越えた中に真の地域作りがあると思っております。

橋の名付け親プロジェクト（平⽥村）
• 管理橋数の約半分

（28橋）が名無
し橋

• 2橋を選定し，
2013年5⽉に学区
内の⼩学校に橋の
名前を公募

• 2013年6⽉7⽇−8
⽇にイベント開
催：橋守講習会，
銘板の設置



社会⼈基礎⼒育成GP2013準⼤賞受賞

NHKくらし☆解説（後藤千恵解説委員，2013.6.12放映）



市町村の橋の維持管理

橋の⻭みがき



橋の名付け親プロジェクト

橋守ワークショップ in 南会津(技術者編)



橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part1）

橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part2）



橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part3）

橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part4）



橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part5）

橋守ワークショップ in 南会津（住⺠編Part6）



橋守ワークショップ in 南三陸 2019/10/5

出典：⼤⽉市消防本部

⾼度経済成⻑期に
建てられた社会インフラの
⽼朽化が浮彫りに！

さらに道路橋管理
者の約７割は各市
町村。社会インフ
ラの維持管理に投
資できる予算の確
保が課題

年月 内容

2012．12 笹子トンネル天井板落下事故

2013．2 道路に関する総点検実施

2013．11 インフラ長寿命化計画の策定

2014．6 道路橋定期点検要領

・５年に１回の頻度で近接⽬視点検を義務化。
・定期点検に加え、⽇常的な施設の状態の把握をする。

笹⼦トンネル事故以降の対応



住⺠のための橋梁点検チェックシート

チェックシートの配布・回収
平⽥村⽂化祭におけるチェックシートの配布 チェックシートの回収状況とコメント



橋マップの作成

地域住⺠

福島県平⽥村

⾼校⽣

宮城県⿊川⾼校
（⼤和町・富⾕市）

インハウス
エンジニア

福島県郡⼭市

予防保全の必要性を
⾒える化

地域での予防保全活動

セルフ
メンテナンス

モデル



第2回インフラメンテンス⼤賞
国⼟交通⼤⾂賞受賞

• 応募部⾨：メンテナンスを⽀える活動部⾨
• 取組名：みんなで守ろう。「橋のセルフメンテナン

スふくしまモデル」の構築と実践

第2回インフラメンテンス⼤賞
国⼟交通⼤⾂賞受賞

• 応募部⾨：メンテナンスを⽀える活動部⾨
• 取組名：みんなで守ろう。「橋のセルフメンテナン

スふくしまモデル」の構築と実践



住⺠主導型
⽣徒・学⽣主導型
インハウスエンジニア主導型
地元企業主導型
産学官⺠協働型

【宮城県】
⿊川郡⼤和町（官学協働型）
富⾕市
⿊川郡⼤衡村
⿊川郡⼤郷町（官学協働型）
本吉郡南三陸町

【福島県】
⽯川郡平⽥村
双葉郡葛尾村
郡⼭市
会津郡南会津町

【⼭形県】
寒河江市

【東京都】
世⽥⾕区

【⽯川県】
河北郡津幡町
⽯川県鳳珠郡能登町
加賀市

【⼭⼝県】
周南市

2022年度展開⾒込地域
東京都⻘梅市
東京都⼤⽥区
⼭⼝県宇部市
熊本県⽟名市 等

【新潟県】
⻑岡市

【茨城県】
⽯岡市【広島県】

広島市

関⼼

関⼼

責任

責任

インフラ
への要望

情報発信
（説明技法）

専⾨家：⼤学，学会

市⺠

地元の建設業
⾃治体（県，市町村）

地域の
連携・融合

マスコミ
マスコミの利活⽤

信頼関係

信頼関係

技術の⾼度
化・体系化

愛着

産官学⺠の連携による地域づくり



⾃⽴した地域づくりを⽬指して
• 脱原発，2040年再⽣可

能エネルギー100%
• 過疎化・⾼齢化の進む

中での地域づくり

• 豊かな⾃然と天然資源
（⽔，⽊材），地域⼒

インフラの⾃⽴から，エ
ネルギー・⽔の⾃⽴，そ
して医療・介護・防災の
⾃⽴へ

“ふくしま発”⾃⽴共⽣型
地域モデルの構築と発信

社会
インフラ

⽔

医療
介護

防災等

エネルギー

住環境

• セルフメンテナンスモデルの啓蒙と展開
• 「簡易橋梁点検チェックシート」および「橋の119番」

のアプリ化と得られたデジタルデータの活⽤
• 学際研究によるインフラメンテナンスの⾼度化：三井物

産との共同研究（東北モデル，郡⼭モデルの構築→デジ
タルツインの実現）

• 「何⼈（なんぴと）たりとも取り残さない」（SIPスマ
ートインフラマネジメントシステムの構築：久⽥真PD）

今後の展望



三井物産との共同研究（全体概要）

三井物産との共同研究（東北モデル）



三井物産との共同研究（郡⼭モデル）

• インフラの多様性を理解し，尊重する．
→地域の実状に合ったこれからのインフラメンテナン
スのあり⽅を考える．

• ハイテクとローテク，医療⾏為と⻭磨きの使い分け
→適材適所，⾝の丈に合ったメンテナンス

• 市⺠のインフラに対する無関⼼を，関⼼，愛着へ
→当事者意識，国⺠の関⼼事へ

地域のインフラはみんなで守る！

まとめ


